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ディーの存在。 ランは「時のイマーム 国」 、「隠れイマームの国」である。　
十二イマーム・シーア派の宗教行事はといえ
ば、モハッラム月一〇日のアーシューラーに代表されるように、殉教を追悼する服喪の祭りが圧倒的である。例外 預言者 ハンマドの生誕祭。スンナ派では最大に喜ばしいお祭り（第三月一二日） 。イランでは同じ日ではなく、 五日後の一七日である もちろん国家休 だが、この祝祭はまったく盛り上がらない。官製 スコミだけが盛り上がって実に白々しい。 図らずも、こんなところにスンナ派とシーア派の深い淵を垣間見ること できる。　
イラン最大の宗教的祝祭は、シャアバーン月
一五日のマフディーの生誕祭（二〇一〇年は七月二七日） 。国家休日。街はこれでもかこれでもかの電飾で溢れ、あち ちに「マフディー、来たりませ！」のスローガン。一日 日没と共に始まる。陰暦 四 、満月が昇ってくる。イラン庶民の信仰を未来形で語るとき、もっとも必要な固有名詞がマフディー。彼はサーマッラーに生まれ、 幼少のまま八七四年にサルダ ブ （地
下貯水槽）にその身を隠し、お隠れのまま現在に至っている。　
この日は、マフディーの生誕日であると同時




















時間感覚にどう対処 のか 、 の統治理念の根幹が今まさ 危機 瀕してい 現体制にとっても、また、反体制側の民主化運動にとっても決してささいな問題ではない。
